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休館日は毎週水曜日 

※6/4(火)～6/6(木)も休館 

さよなら展示 

「オハ 12 形」特別展示 

京都鉄道博物館では、ＪＲ西日本の営業路線と繋がった引込線を活用し、現役車両の展示を行っています。 

この度、2024年夏季に廃車予定の「オハ 12形」を含む宮原支所所属の 12系客車５両全てを特別展示します。 

あわせて関連イベントも開催しますので、ぜひこの機会にお越しください。 

※営業線を運転して搬入するため、輸送上の都合により展示を中止する場合があります。 

 

 

▲12 系客車 

１．車両特別展示 
 12系客車３両を展示します。 

【開 催 日】 ６月 27日(木)～７月２日(火) 

【展示場所】 本館１Ｆ「車両のしくみ/車両工場」エリア 

【展示車両】 スハフ 12形 155号車 + オハ 12形 346号車、オハ 12形 341号車 

【そ の 他】 ・車内公開はありません。 

・スハフ 12形 155号車の車掌室側に「だいせん」のテールマークを掲出します。 
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開催期間 2024 年６月 27 日(木)～７月４日(木) 

 

※事前予約制 
 
 
各イベントの詳細は以下をご確認ください。 

 6/27(木） 6/28(金) 6/29(土) 6/30(日) 7/1(月) 7/2(火) 7/3(水) 7/4(木) 

1.特別展示 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

休館日 

  

2.12系スチーム号 DE10 C56 C56 C56 C56 C56   

3.北びわこ号再現             ～12:00 

4.特別なスチーム号※ 15:15便 15:15便 15:15便 15:15便       

5.車内見学＆グッズ※ 16:20～ 16:20～ 16:20～ 16:20～ 16:20～ 16:20～   
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休館日は毎週水曜日 

※6/4(火)～6/6(木)も休館 

２．さよなら 12 系スチーム号 
 SLスチーム号の客車を 12系客車(オハ 12形 345号車+スハフ 12形 

129号車)に変更して運行します。 

【開催期間】 ６月 27日(木)～７月２日(火)  

※初日の６月 27日(木)のみ DE10形が 12系客車を牽引し、 

その後はＣ56形 160号機で牽引予定。 

【運行時間】 11時～15時 45分の間で、概ね 30分～60分に１本運行 

【乗車料金】 高校生以上：300円 ３歳～中学生：100円 ※要入館料 

 ※乗車券は SLのりばの券売機でお求めください。 

ヘッドマーク掲出について 

 牽引機には SL北びわこ号３種(春・秋・冬)、DLスチーム号、 

SLやまぐち号、がんばろう能登を日替わりで掲出します。 

また、スハフ 12形 129号車に「ＳＬ北びわこ号」テールマークを 

掲出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

▲過去に開催した様子 

 

３．SL北びわこ号再現展示 
 2021年５月に運行を終了した SL北びわこ号。C56形 160号機(有火)と 

12系客車５両を連結し、往時の姿を SLスチーム号の隣りで完全再現展示 

します。ヘッドマークは SL北びわこ号「夏」を掲出します。 

【開 催 日】 ７月４日(木) 

【開催時間】 10：00～12：00 

【開催場所】 扇形車庫エリア SLのりば付近 

※当日の SLスチーム号は、DE10形が通常の客車をけん引して運行します。 

 

▲再現イメージ 

 

▲12系客車内 

 

４．ゆったり楽しむ特別な SLスチーム号（グッズ付き） 
「さよなら 12 系スチーム号」の期間中、一部の便で１ボックス（４人席）を占有してご乗車いただける SL スチ

ーム号を運行します。また、ご乗車のお客様には京都鉄道博物館オリジナル 12 系 SL スチーム号記念グッズ（アク

リルキーホルダー）をお渡しします。 

【運行期間】 ６月 27日(木)～６月 30日(日)  

【運行時間】 15時 15分便  

※乗車時間は約 10分間です。乗車後は 15時 30分頃まで、車内およびホームで 12系客車をご見学いただけます。 

【乗車料金】 １組 2,500円 ※要入館料 

【販売期間】 ６月 20日(木)16：30～６月 30日(日)の 15:00まで 

【販売箇所】 アソビュー！（当館 HP 等で購入リンクを掲載します） 

※SLのりばでの販売はございません。また、入館券は別途お買い求めください。 

※グッズの内容はお選びいただけません。グッズは改札時にお渡しします。 

※変更、キャンセルは、前日の 23:59 まで可能です。それ以降の変更・キャンセルは不可です。 

※チケット１枚（１ボックス）につきご購入者様ご本人と同伴者様１名の合計２名様までご乗車いただけます。 
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イベント関連グッズ販売中 
    ミュージアムショップで、昔懐かしい客車に備わった瓶飲料のセンヌキを 

モチーフにしたグッズを販売中です。この機会にぜひショップにお立ち寄り 

ください。 

 【営業時間】 10：00～17：00 

 【販売場所】 ミュージアムショップ(旧二条駅舎内) 

  ※店内の混雑状況により、入店制限を行うことがあります。予めご了承ください。  

※転売を目的したご購入は固くお断りします。 

※商品仕様等は予告なく変更になる場合があります。  

※各商品お１人様１個のご購入とさせていただきます。 

また、その他にも関連した新発売のグッズが登場！お楽しみに♪ 

５．12系客車特別車内見学＆グッズ付き入館券の発売 
「さよなら 12 系スチーム号」の期間中、各日最終便（15 時 45 分便）の運行後に 12 系客車の特別車内見学

を実施します。この特別車内見学と京都鉄道博物館オリジナル 12 系 SL スチーム号記念グッズ（アクリルキー

ホルダー）をセットにした入館券を販売します。 

【販売箇所】 アソビュー！（当館 HP 等で購入リンクを掲載します） 

【商品内容】 ・客車特別見学８分 ・12系 SLスチーム号記念アクリルキーホルダー ・入館券 

【販売期間】 ６月 13日(木)16：30～７月２日(火)16:00まで 

【見学時間】 ６月 27日(木)～７月２日(火) 16：20/16：30/16：40 

※12系客車の車内照明・空調は動作し、機関車は連結されていない状態での見学です。 

※客室のほか、普段はお入りいただけない車掌室にもお入りいただけます。 

※グッズの内容はお選びいただけません。グッズは車内見学時にお渡しします。 

※変更、キャンセルは、前日の 23:59 まで可能です。それ以降の変更・キャンセルは不可です。 

※チケット１枚につきご購入者様ご本人と同伴者様１名の合計２名様までご参加いただけます。 

（同伴者様は別途、入館券の購入が必要です。） 

※本チケットは「一般」「大学生・高校生」「中学生・小学生」のみの販売です。ただし、同伴者様の年齢制限

はございません。 

【販売数量】 18枚限定 

【販売価格】 

 一般 大学生 

高校生 

中学生 

小学生 

幼児 

（３歳以上） 

グッズ付き入館券 4,900円 4,700円 3,900円 — 

 

 

▲こじるセンヌキ 2,300円(税込) 

 

 

◀「４.ゆったり楽しむ特別な SLスチーム号」 

「５.12系客車特別車内見学＆グッズ付き入館券」 

 上記のグッズイメージです。 

左：シークレット 中央：「SLやまぐち」号  

右：「SL北びわこ号」 

３種類のうち１点が付いてきます。(選択はできません。) 

 

                                                 

ミュージアムショップ お問合せ先：080―3461―5537(毎営業日：10時～17時) 

https://www.kyotorailwaymuseum.jp/

